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【内容要旨】（１，２００字以内） 

背景：膵頭十二指腸切除術（pancreaticoduodenectomy：PD）における①高齢

者に対する短期手術成績、5年生存率の検討、②高齢者の術後栄養指標の解析、

③周術期の経口補助栄養（oral nutritional supplements：ONS)が術後の栄養

状態に与える影響を明らかにすることを目的とした。 

方法：①2009 年 1 月から 2014 年 12 月にかけて当施設で PD を施行した 107

例を対象とした。75 歳以上（高齢者群）と 74 歳以下 （非高齢者群）の 2 群

に分けた。両群の 5年生存率を比較した。また、両群の手術時間、出血量、術

後合併症、術後在院日数、手術死亡率、術後化学療法施行数と術後再発率を比

較した。 

②高齢者群と非高齢者群の術前から術後 5 年目までの総蛋白(Total 

protein:TP)、血清アルブミン値(Albumin:Alb)、ヘモグロビン(Hemoglobin:Hb)、

リンパ球、小野寺らの prognostic nutritional index(PNI)を比較した。 

③2017 年 4 月から 12 月までに当施設で PD を施行した 12 例を対象とし、術

前 1週間前から術後 3か月にかけて経口補助栄養剤（300kcal/250ml）を 1日 1

回経口投与した（ONS 群）。コントロール群として同院で PD を施行し ONS を投

与しなかった 107例を対象とした。術前から術後 3か月目にかけての栄養指標

を比較した。術前から術後 3 か月目にかけての体重変化率について-10％未満

（体重維持群）と-10％以上（体重減少群）に分けて術前栄養指標を比較した。 

結果：①5年生存率は高齢者群 76.4％、非高齢者群 57.3％で有意差は認めな

かった。手術時間、出血量、術後平均在院日数、術後合併症率、術後 1年以内

の再発数と術後化学療法の施行数には有意差はみられなかった。在院死亡率は

両群ともに 0％であった。 

②術後 1 年目では TP、Alb、PNI が高齢者群で有意に低下していた。術後 3

年目では Alb、PNIが高齢者群で有意に低下していた。術後 4年目では PNIが高

齢者群で有意に低下していた。術後 5年目では両群に有意差は認めなかった。

TP、Alb、リンパ球数、PNIは高齢者群でも非高齢者群でも術前値に比べ 3か月

目、6か月目、1年目の値はいずれも有意な低下は認めなかった。高齢者群の術

前と術後 5年目の栄養指標に有意差は認めなかった。 

③術前から術後 3か月の体重変化率は ONS群に有意な体重変化率の改善を認

めた。術後 1週間目から術後 3か月目にかけての変化率では TP、リンパ球、PNI

で ONS群に有意な改善を認めた。ONS投与例は体重維持群の方が有意に多くみ

られた。 

結論：高齢者の PDの短期手術成績および術後 5年目の栄養指標は非高齢者と

同等であった。PDにおいて ONSの投与は、術後の体重減少の抑止に有効であっ

た。 
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